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埼玉大学との共同研究①

2023年度：3Dオブジェクトを簡単にパラメータ化できるパラメトリック設計支援システムの開発．

3Dプリンタを活用した自助具作製の流れ
対象者の

困りごとの抽出
自助具の発想

3Dモデリング
（3Dデータの作成）

3Dプリント
（3Dデータの印刷）

自助具の
効果検証

学生の課題

臨床家の課題

パラメトリック設計
支援システムの開発
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パラメトリック設計システムの開発

3Dモデルの提案課題

3DCAD操作が苦手な人も使用可能
作り直しの手間を減らし，個別適合を支援できる

スライダの調整
数値入力



結果

• 形が複雑になるほど，3Dモデルの作製は難しくなる．
• パラメトリックシステムを使用することで，作業時間を短縮できる．
• 3Dモデリング技術の課題を解決できる可能性がある．

対象者

CAD経験年数
S1 5年以上
S2 5年以上
S3 1年未満
S4 1〜3年
S5 5年以上
S6 5年以上



フィッティングの問題

• パラメータを再調整し，再プリント．
• フィットさせるために，【調整→プリント→検証】が何度も必要．



埼玉大学との共同研究②
3Dプリンタを活用した自助具作製の流れ

対象者の
困りごとの抽出

自助具の発想
3Dモデリング

（3Dデータの作成）
3Dプリント

（3Dデータの印刷）
自助具の
効果検証

学生の課題

臨床家の課題

2024年度：3Dプリント後のオブジェクトを再調整できるシステムの開発．

パラメトリック設計
支援システムの開発



機能部分とハンドル部分を分離（セグメント化）

• 補助具を「役割」で自動的に部品を分けるシステムを作成．
• ハンドル部分に，特殊素材を用い，調整可能にする．
• 個別適合がスムーズになる．

学習プロセス

3Dモデル
データセット

機械学習
アルゴリズム

学習済み
セグメンテーション

モデル

結果

自動的に機能部分ごとに分割

• 誤差11.3%
• 82.6%が有用と実感



異なる材料（フィラメント）でプリント

1. 機能部分とハンドル部分を決定．
2. 機能部分に強度の高い材料（PLA）で，
ハンドル部分に形状変化できる材料
（SMPフィラメント）でプリント．

3. プリント後に，SMPフィラメントを温めて，
ハンドル部分を調整する．

55℃以上に
加熱



埼玉大学との共同研究③（今後の課題）
3Dプリンタを活用した自助具作製の流れ

対象者の
困りごとの抽出

自助具の発想
3Dモデリング

（3Dデータの作成）
3Dプリント

（3Dデータの印刷）
自助具の
効果検証

学生の課題

臨床家の課題

AIを活用した
自助具の3Dモデル

作成支援

パラメトリック設計
支援システムの開発

科研費 基盤研究（B）申請中

臨床ユーザーによる検証



AIを活用した自助具の3Dモデル作成支援
＜椅子＞

＜ランプ＞

【課題】

• 何を作れば良いか思いつかない
• モデリングが難しい

ラフスケッチ or 言語指示

AIが複数のデザイン候補を生成

• AIを活用した3Dモデルの検索や発想
が支援の有効策となるか調査．

• 自助具は特殊な形状が多いため，現状
のAIでも十分でない可能性がある．

【解決策】


